
（
前
号
あ
ら
す
じ

ソ
ウ
ル
の

陸
軍
部
隊
に
入
隊
し
た
私
は
ノ

モ
ン
ハ
ン
事
件
最さ

中な
か

の
昭
和
十

四
年
六
月
、
中
国
山さ

ん

西せ
い

省
へ
派

遣
さ
れ
た
。
中
国
軍
と
の
戦
闘

で
我
が
軍
は
毒
ガ
ス
砲
弾
を
使

用
。
目
の
前
で
戦
友
が
直
撃
を

受
け
即
死
。
道
な
き
道
を
進
む

行
軍
は
壮
絶
を
極
め
た

）

◆
行
軍
で
膝
を
痛
め
た

私
は
行
軍
で
右
膝ひ

ざ

を
痛
め
ま

し
た
。
水
に
浸つ

か
る
こ
と
が
多

く
、
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
に
や
ら

れ
た
の
で
す
。
川
で
戦
闘
に
な

っ
た
時
に
は
敵
の
砲
弾
が
私
の

）（
港
晴
）

）（
港
晴
）

下

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

前
や
後
ろ
で
次
々
と
水み

ず

柱
を

ば
し
ら

上

げ
ま
し
た
。
が
、
砲
兵
の
私
に

は
着
弾
地
点
の
予
測
が
で
き
た

の
で
、
不
思
議
と
怖
さ
は
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
一
方
、

小
銃
の
弾
が
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
飛

ん
で
来
た
時
に
は
物
凄す

ご

い
恐
怖

を
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

◆
食
や
水
が
体
に
合
わ
ず

二
カ
月
の
滞
在
中
に
約
三
十

人
が
死
に
ま
し
た
。
そ
の
大
半

は
、
戦
闘
で
や
ら
れ
た
の
で
は

な
く
病
死
で
し
た
。
現
地
の
食

料
や
水
が
合
わ
ず
、
腹
を
壊
す

な
ど
し
て
死
に
至
っ
た
の
で
す
。

行
方
不
明
者
も
出
ま
し
た
。

下し
も

條じ
ょ

竹う
た

吉け
き

とち

い
う
炊
事
兵
で
、

皆
の
朝
食
の
準
備
で
夜
通
し
起

き
て
い
て
、
朝
方
、
河
原
で
居

眠
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
中
国

共
産
軍
に
襲
わ
れ
、
連
行
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

滞
在
中
は
入
浴
も
着
替
え
も

叶か
な

わ
ず
、
最
後
に
靴
を
脱
い
だ

時
に
は
靴
下
が
足
に
こ
び
り
付

き
、
切
り
裂
い
て
剥は

が
す
と
、

バ
リ
バ
リ
音
が
し
ま
し
た
。

◆
再
召
集
、
徳
島
で
終
戦

昭
和
十
六
年
春
、
膝
を
痛
め

た
こ
と
な
ど
で
現
役
免
除
さ

れ
、
帰
国
。
京
都
の
実
家
で
し

ば
ら
く
暮
ら
し
ま
し
た
。
こ
の

間
に
結
婚
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

か
ら
間
も
な
い
昭
和
十
九
年
五

月
、
再
び
召
集
さ
れ
ま
し
た
。

今
度
は
徳
島
の
部
隊
で
し
た
。

当
時
の
戦
況
か
ら
す
れ
ば
南
方

辺あ
た

り
へ
や
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
一
度
中
国
へ
行
っ
て
い

る
こ
と
や
膝
を
痛
め
て
い
る
こ

と
を
考
慮
さ
れ
て
の
国
内
勤
務

で
し
た
。
迫
撃
砲
の
部
隊
で
し

た
が
、
迫
撃
砲
は
お
ろ
か
武
器

ら
し
い
武
器
も
既
に
な
く
、
訓

練
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
そ
こ
で

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
無
条
件

降
伏
を
告
げ
る
玉ぎ

ょ

音
放

く
お
ん

送
に
は

も
う
死
な
ん
で
も
え
え

と

ホ
ッ
と
し
た
の
が
実
際
で
す
。

◆
戦
死
者
の
実
家
訪
ね
て

戦
後
、
私
は
衣
料
関
係
の
会

社
に
勤
め
な
が
ら
、
戦
死
し
た

戦
友
た
ち
の
実
家
を
上
官
と
一

緒
に
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。
昭
和

三
十
年
頃
ま
で
に
、
西
は
岩
国

か
ら
東
は
八
王
子
ま
で
二
十
カ

所
位
回
り
ま
し
た
。
行
方
不
明

に
な
っ
た
下
條
炊
事
兵
の
実
家

は
平

ピ
ョ
ン

壌ヤ
ン

に
あ
る
と
聞
い
て
い
た

の
で
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
八は

っ

方ぽ
う

手
を
尽
く
し
て
捜さ

が

し
ま
し
た

が
、
遂
に
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
点
で
は
政
府
の
誠
意

の
な
さ
が
痛
感
さ
れ
ま
し
た
。

引
っ
越
し
先
の
八
尾
で
は
傷

し
ょ
う

痍い

軍
人
会
に
籍
を
置
き
、
老
人

会
で
も
活
動
し
ま
し
た
。
妻
を

昭
和
五
十
九
年
に
亡
く
し
ま
し

た
が
、
孫
が
五
人
い
ま
す
。

◆
成
仏
せ
え
よ
と
百
八
つ

長
生
き
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
、
振
り
返
っ
て
心
に
上の

ぼ

る
の
は
や
は
り
戦
争
の
こ
と
で

す
。
行
軍
で
痛
め
た
膝
は
今
も

不
自
由
で
す
。
タ
プ
タ
プ
と
い

う
音
を
聞
く
と
毒
ガ
ス
砲
弾
の

液
体
が
思
い
出
さ
れ
、
カ
ラ
ン

カ
ラ
ン
と
音
が
す
れ
ば
戦
友
の

遺
骨
が
缶
に
触
れ
る
音
に
聞
こ

え
ま
す
。
墓
参
り
や
慰
霊
祭
で

は
決
ま
っ
て
雨
が
降
り
ま
す
。

そ
れ
は
国
の
た
め
逝い

っ
た
戦
友

達
の
霊
魂
が

俺
達
の
分
ま
で

生
き
ろ

と
囁さ

さ

いや

て
い
る
よ
う

に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

大
晦み

そ

日か

の
夜
、
私
は
西
（
中

国
方
面
）
に
向
か
っ
て
小
さ
な

鐘か
ね

を
撞つ

き
ま
す
。

成
じ
ょ
う

仏ぶ
つ

せ
え

よ

と
念
じ
な
が
ら
、
百
八
つ
。

そ
の
あ
と
で
茶
を
一い

っ

服ぷ
く

い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
が
私
の
初は

つ

釜が
ま

と

な
っ
て
い
ま
す
。
（
終
わ
り
）

手
遊
び
、
わ
ら
べ
歌
の
紹
介
な

ど
。毎
週
水
曜
十
五
時
半
か
ら
。

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

稔み
の

り
の
秋
の
収
穫
祭

十
月

十
一

二
十
日（
十
七
日
臨
休
）

秋
の
風ふ

情ぜ
い

十
一
月
一

十

日
。開
館
は
十
一

十
八
時（
火

曜
十
六
時
ま
で
）
、
水
曜
定
休
。

入
館
無
料
。
弁
天
四

一
一

四（
ピ
ア
ッ
ク
西
五
十

裏
通
）

六
五
九
九

七
九
七
七
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
た
な
か

笹
岡
茂
彦
展

十
月
二
十
二
日

十
一
月
一
日（
二
十
八
日
休
）

第
十
二
回

楽ら
く

彩さ
い

会
（
深ふ

か

町ま
ち

剛
講

つ
よ
し

師
、
十
一
人
）
絵
画
展

十
一
月
五

十
日

四
人
で
つ

く
る
楽
し
い
時
間

十
一
月
二

十
六
日

十
二
月
一
日
。
入
場

無
料
。
港
区
役
所
向
か
い
。
十

一

十
九
時（
最
終
日
十
七
時
）。

六
五
七
二

五
九
八
七
。

●
岡
田
克
彦
ウ
ッ
デ
ィ
ア
ー
ト

展

現
代
彫
刻
美
術
協
会
展

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ク
リ
ム
ト
、
シ
ー
レ

ウ
ィ

ー
ン
世
紀
末
展

（
上
段
に
案

内
）
招
待
券
を
ペ
ア
５
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
３
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
１
６
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

席
招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部

レ
ベ

ッ
カ
（
上
段
に
案
内
）招
待
券

（
十
五
時
の
回
）
を
３
名
様
に
。

●
香
西
か
お
り
（
６
、
７
面
に

記
事
）
新
曲

女
の
帰
郷

又
は
色
紙
を
３
名
様
に
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

便
利

家
具
移
動
お
手
伝
等

（
６
５
８
１
）
７
８
１
１

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹇
天
保
山
﹈
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ク

リ
ム
ト
、シ
ー
レ
ウ
ィ
ー
ン
世

紀
末
展

新
し
い
芸
術
を
目

指
し
て
分
野
を
越
え
た
交
流
が

行
な
わ
れ
、
独
創
的
な
表
現
が

活
気
を
も
た
ら
し
て
い
た
十
九

世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
。
金
色
に
輝

く
画
面
に
妖あ

や

し
く
魅
惑
的
な
女

性
の
美
を
描
き
出
し
、
時
に
世

間
か
ら
の
誹ひ

謗ぼ
う

や
中
傷
の
的
と

な
っ
た
グ
ス
タ
フ
ク
リ
ム
ト
、

生
と
死
を
見
つ
め
、
人
間
の
内

面
を
痛
々
し
い
ま
で
に
え
ぐ
り

出
し
た
エ
ゴ
ン
・
シ
ー
レ
は
、

そ
の
代
表
的
な
画
家
。
同
展
で

は
ウ
ィ
ー
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、

こ
の
二
人
を
は
じ
め
、
ハ
ン
ス

・
マ
カ
ル
ト
、
カ
ー
ル
・
モ
ル

ら
の
作
品
約
百
二
十
点
を
公

開
、
こ
の
時
代
の
息い

吹ぶ
き

を
伝
え

る
。
十
月
二
十
四
日

十
二
月

二
十
三
日（
会
期
中
無
休
）。
十

時
半

十
九
時
半
（
最
終
入
場

十
九
時
）。当
日
大
人
千
三
百
円
。

地
下
鉄
大
阪
港
駅
徒
歩
約
五

分
。
六
五
七
七

〇
〇
〇
一
。

●
交
通
科
学
博
物
館
・
生
地
健

三
鉄
道
ペ
ン
画
展

昭
和
前
期

関
西
の
鉄
道

汽
車
・
電
車
を

描
く

全
盛
期
の
関
西
本

線
加
太
越
え

鉄
道
の
ペ

ン
画
を
趣
味
と
す
る
生い

地く
ち

健
三

氏
の
作
品
は
、
ル
ー
ペ
で
見
る

見
学
者
が
い
る
ほ
ど
細
か
い
。

同
展
で
は
昭
和
初
期
か
ら
中
期

に
か
け
て
関
西
で
活
躍
し
た
車

両
や
、
半
世
紀
ほ
ど
昔
の
関
西

本
線
、
柘つ

植げ

（
三
重
県
）

加か

太ぶ
と

（
三
重
県
）
間
を
走
る
蒸
気

機
関
車
な
ど
を
描
い
た
作
品
約

三
十
点
を
展
示
。
十
二
月
二
十

日
ま
で
開
催
中
。
十

十
七
時

入
館
、
月
曜
休
館
（
祝
日
な
ら

開
館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜
も
祝

日
な
ら
振
替
休
な
し
）。高
校
生

以
上
四
百
円
、
四
歳

中
学
生

百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

・
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部
第
７
回

レ
ベ
ッ
カ

モ
ン
テ
カ
ル

ロ
で
イ
ギ
リ
ス
の
大
金
持
ち
と

知
り
合
っ
た
美
し
い
ア
メ
リ
カ

娘
は
彼
の
二
度
目
の
妻
と
な
る

が
、
先
妻
の
召
使
い
に
冷
た
く

さ
れ
て

写
真
。
一
九
四
〇
年

米
。

・
ヒ
チ
コ
ッ
ク
作
品
。

・
フ
ォ
ン
テ
イ
ン
、

・
オ

リ
ヴ
ィ
エ
主
演
。
ア
カ
デ
ミ
ー

作
品
賞
、
撮
影
賞
。

十
一
月

十
四
日
（
土
）
十
時

十
二
時

十
五
分

同
十
五
時

十
七
時

十
五
分
。
各
回
当
日
先
着
百
二

十
人
、
三
十
分
前
開
場
。
一
人

一
回
六
百
円
（
前
売
五
百
円
）
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
関
西
フ
ィ
ル
と
と
も
に
歩
む

会

コ
ス
モ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

十
月
三
十
一
日
（
土
）
十
四

時
か
ら
港
ル
ー
テ
ル
教
会
（
磯

路
二

二

一
八
）
で
。
夏な

つ

秋あ
き

彩あ
や

さ
ん
の
チ
ェ
ロ
演
奏
で
サ
ン

サ
ー
ン
ス
白
鳥
な
ど
。
定

員
四
十
名
。要
予
約
。大
人
千
五

百
円
、中
学
生
以
下
八
百
円
。

六
五
七
四

七
七
五
六
足
立
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
１
６
回
定
期
演

奏
会

苦
難
か
ら
立
ち
上
が
る

か
の
よ
う
な
真し

ん

摯し

で
生
々
し
い

叫き
ょ

喚
を

う
か
ん

表
現
し
た
ル
ト
ス
ワ
フ

ス
キ

管
弦
楽
の
た
め
の
協
奏

曲

、
切
実
さ
と
リ
リ
カ
ル
さ

を
湛た

た

え
た
吉よ

し

松ま
つ

隆
の
大
作

鳥

た
ち
の
時
代
・
作
品

、
そ

し
て
サ
ン

サ
ー
ン
ス
の
名
曲

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番
ト
短

調
・
作
品

を
、
同
フ
ィ
ル

首
席
指
揮
者
・
藤
岡
幸さ

ち

夫お

写

真

の
指
揮
、
上シ

ャ

海
の

ン
ハ
イ

名
匠
シ

ュ
ー
・
ツ
ォ
ン
の
ピ
ア
ノ
で
贈

る
。
十
一
月
二
十
七
日
（
金
）

十
九
時
か
ら
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ホ
ー
ル
（

福
島
）
で
。

十
八
時
四
十
分
か
ら
指
揮
者
プ

レ
ト
ー
ク
。

五
千
円
、

四

千
円
、

三
千
円
、
学
生
千
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館
の
催
し

秋
の

子
ど
も
会
・
紙
芝し

ば

居い

劇
場

毎

秋
恒
例

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

の
一
環
。
懐
か
し
い
街

頭
紙
芝
居
や
手
作
り
紙
芝
居

等
。
十
一
月
七
日（
土
）十
四

十
五
時
、無
料
、当
日
先
着
五
十

人

図
書
展
示

西
大
阪
歴
史

散
歩

展

港
区
を
含
む
西
大

阪
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
展

示
。
十
月
三
十
一
日
ま
で

同

旅
の
文
庫
本

展

観
光
地

紹
介
に
と
ど
ま
ら
な
い
本
を
紹

介
。
十
月
三
十
一
日
ま
で

赤

ち
ゃ
ん
の
お
た
の
し
み
会

赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
対
象
。
毎
月

第
一
金
曜
十
一
時
か
ら

お
た

の
し
み
会

幼
児
を
対
象
に
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、

終
戦
に

ホ
ッ
と

グ
ス
タ
フ
・
ク
リ
ム
ト

パ
ラ

ス
・
ア
テ
ナ

１
８
９
８
年

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 木曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内

築
港
出
身
の
木
彫
刻
家
・
岡
田

克か
つ

彦ひ
こ

さ
ん
（
寝
屋
川
市
在
住
、

現
代
彫
刻
美
術
協
会
主
宰
）
と

同
協
会
会
員
に
よ
る
創
作
展
。

木
の
生
命
力
や
ぬ
く
も
り
が
伝

わ
る
。
十
月
二
十
七
日

十
一

月
八
日
の
十
一

十
九
時
（
最

終
日
十
七
時
ま
で
）
、
海
岸
通

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

（
海

岸
通
二

七

二
三
、
築
港
中

南
側
、

六
五
七
六

三
六
三

三
）
で
。
入
場
無
料
。


